
   令和２年度芦屋市一般会計補正予算（第２号） 

  令和２年度芦屋市の一般会計補正予算（第２号）は，次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ405,355千円を追加し，歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ57,705,213千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。 
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令和２年度一般会計補正予算（第２号）について

歳入歳出予算

現計予算額： 57,299,858千円

補 正 額： ＋ 405,355千円

補正後予算額： 57,705,213千円

（補正額の内訳）

① 学校の臨時休業に係る環境整備 ＋278,769千円 （＋88,031千円）

② 市民への生活支援 ＋123,114千円 （＋ 5,875千円）

③ 感染拡大防止対策の強化 ＋ 3,472千円

補 正 額： ＋405,355千円 （＋93,906千円）

※ （ ）内は市負担額（内数）
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【別紙】…前頁①～③に係る歳出予算の補正内容

（単位：千円）

国費 一般財源

教育費-教育総務費-教育指導研究費

ＧＩＧＡスクール構想関連事業

民生費-児童福祉費-児童福祉総務費

子育て世帯臨時特別給付金支給事業

民生費-社会福祉費-社会福祉事業費

住居確保給付金事業

民生費-社会福祉費-社会福祉事業費

生活困窮者自立相談支援事業

教育費-幼稚園費-園管理費

感染拡大防止対策事業（市立幼稚園）

衛生費-保健衛生費-保健センター費

感染拡大防止対策事業（産後ケア事業）

合　計 ＋405,355 ＋311,449 ＋93,906

③

＋1,875

事　業　名 事 業 概 要 補正額
財源内訳

収入減少により離職や廃業には至っていないが住居を失うおそれが
生じている者に住居確保給付金を支給できるよう，支給対象を拡充する
もの。

＋21,000 ＋15,750 ＋5,250②

＋99,614 ＋99,614

＋278,769 ＋190,738 ＋88,031①

子育て世帯への生活支援策として，児童手当（本則給付）を受給する
世帯（令和2年3月31日時点で0歳から中学生のいる世帯）に対して，
臨時特別給付金（児童一人につき1万円）を支給するもの。

ＧＩＧＡスクール構想に基づく「1人1台端末」を早期に実現するため，
小・中学校の全児童生徒分のタブレットＰＣの整備を行うとともに，
オンライン学習環境を整備するため，モバイルルータ等を購入するも
の。

＋625
上記による住居確保給付金の対象拡充に伴い，社会福祉協議会に
委託している生活困窮者自立相談支援事業の体制強化を図るもの。

＋2,500

＋3,000 ＋3,000
市立幼稚園に対して，感染症拡大防止のためのマスク，消毒液等の
消耗品や空気清浄機等の備品を配備するもの。

産後ケア事業の実施に当たり，感染症拡大防止のためのマスク，消毒液
等の消耗品や空気清浄機等の備品を配備するもの。

＋472 ＋472
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